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進めよ
う!!

広げよ
う!!
信州型コミュニティスクール
PTAのつながり力・組織力を活かして

　子どもたちの笑顔が好きでコー
ディネーターを引き受けました。
 学習支援の補助の仕方もわから
ず、どこまで踏み込んでいいのか
難しいこともありましたが、ＰＴＡや
地域住民、学校とで協力し合い活
動しています。クチコミや地域への
回覧で登録人数も増えて支援の幅
も広がり、うれしく思っています。

コーディネーター
Ｍさん

（長野県教育委員会ＨＰより）

先生方と年間計画を相談中

http://sites.google.com/view/
naganopta-facebook/

　

息
子
の
通
う
小
学
校
の
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

携
わ
り
４
年
目
。
活
動
当
初

は
読
み
手
と
し
て
緊
張
の
連

続
で
し
た
が
、
今
で
は
子
ど

も
た
ち
の
眼
差
し
と
向
き
合

う
こ
と
が
と
て
も
心
地
よ
い

も
の
と
な
り
、
充
実
感
で
満

た
さ
れ
る
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
給

食
の
配
膳
や
掃
除
、
休
み
時

間
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
と

の
遊
び
、
書
写
や
裁
縫
、
料

理
と
い
っ
た
授
業
の
サ
ポ
ー

ト
等
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
関
わ
る
内
容
も
増

え
て
い
ま
す
。
人
材
も
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
み
な
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん

を
背
負
っ
た
お
母
さ
ん
か
ら

地
域
の
お
爺
さ
ん
お
婆
さ
ん

ま
で
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
や
得
意
と
す
る
こ
と

を
活
か
し
て
の
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
充

実
し
て
い
く
背
景
に
は
、
学

校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
す
な

わ
ち
学
校
と
地
域
の
歩
み
寄

り
が
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
と
も

に
手
を
と
り
合
い
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
み
を
目
指

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
各
地
で
展
開
さ

れ
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
が

よ
り
向
上
さ
れ
る
こ
と
に
今

後
も
期
待
し
ま
す
。
少
子
化

が
加
速
さ
れ
る
昨
今
、
子
ど

も
も
大
人
も
多
く
の
人
と
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
心
の

豊
か
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
の
豊

か
さ
の
中
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
後
世
に
同
じ
思
い

を
受
け
継
い
で
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。(

Ｈ
・
Ｋ)

　

「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
信
州
型
Ｃ

Ｓ
）
を
長
野
県
教
育
委
員
会
は
来
年
度
中
に
県
内
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。
前
号
は
参
加
者

の
活
動
を
紹
介
し
た
。「
信
州
型
Ｃ
Ｓ
」
が
今
後
広
く
浸

透
し
て
い
く
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
の
が
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。　
　

　

学
校
や
地
域
の
特
色
、
実

情
に
よ
っ
て
、
信
州
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
立

ち
上
げ
方
や
運
営
の
仕
方
は

違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

保
護
者
で
あ
る
と
と
も
に

地
域
住
民
で
も
あ
る
私
た
ち

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
「
頼
ま
れ

　

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き

た
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し

な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
取

組
を
土
台
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
協
働
し
て
仕
組

み
を
整
え
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
く

形
を
「
信
州
型
Ｃ
Ｓ
」
と
い

い
ま
す
。「
こ
ん
な
子
ど
も

を
育
て
た
い
」
と
い
う
願
い

を
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で

共
有
し
、
み
ん
な
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

左
記
の
図
の
よ
う
な
仕
組

み
を
、
平
成
29
年
度
中
に
県

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
整

え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
校
が
必
要
と
し
て
い

る
支
援
に
、
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る

活
動
か
ら
始
め
て
い
る
学
校

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

学
校
主
導
で
組
織
を
立
ち

上
げ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
加
に
つ
い

て
は
途
上
で
あ
る
Ａ
小
学
校

と
、
有
志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
が
発
端
で
、
保
護
者
主
体

に
運
営
・
活
動
し
て
い
る
Ｂ

小
学
校
の
、
二
つ
の
事
例
を

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

始
ま
り
は

　

ク
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

「
教
室
を
飾
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
喜
ば
せ
よ
う
！
」
あ

る
ク
ラ
ス
の
保
護
者
の
有
志

で
始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
学
年
へ
、
更
に
学
校

全
体
へ
広
ま
り
活
発
な
活
動

が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
活
動
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
信
州
型
Ｃ
Ｓ
発
足
に

伴
っ
て
一
つ
に
ま
と
ま
り
運

営
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

運
営
委
員
会
と
は
別
に
事

務
局
が
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
が

運
営
に
あ
た
り
、
名
簿
作
り

や
募
集
の
案
内
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
に
2
回
広
報

紙
を
発
行
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
の
様

子
を
保
護
者
や
地
域
に
知
ら

せ
て
い
る
。
毎
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
人
数
は
増

え
、
学
習
支
援
や
下
校
時
刻

に
自
宅
前
で
見
守
り
を
す
る

な
ど
、
で
き
る
人
が
で
き
る

と
き
に
様
々
な
支
援
を
し
て

い
る
。

　

Ｂ
小
学
校
の
基
盤
に
は
主

体
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
あ

る
。
こ
こ
に
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
の
関
わ
り
方
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

た
か
ら
」
で
は
な
く
「
で
き

る
人
が
、
で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
こ
と
を
」を
前
提
に
、

ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
つ
な
が

り
力
や
組
織
力
で
そ
の
学

校
や
地
域
ら
し
さ
を
活
か
し

た
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

Ｂ
小
学
校

ま
と
め

Ａ
小
学
校
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全
国
表
彰

平
成
28
年
度
の
全
国
表
彰
に
お
い
て
、
本
県
か
ら
は

７
団
体
と
５
名
が
表
彰
の
栄
を
受
け
た
。
以
下
に
受
賞

団
体
と
受
賞
者
を
紹
介
す
る
。(

敬
称
略)

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

　
（
団
体
）

　

・
松
本
市
立
山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

・
信
濃
町
立
信
濃
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
（
個
人
）

　

・
高
澤
勇
一(

平
成
26
年
度
副
会
長)

　

・
田
中　

茂(

平
成
26
年
度
副
会
長)

　

・
清
水　

剛(

平
成
26
年
度
副
会
長)

　

・
藤
森
一
俊(

平
成
27
年
度
副
会
長)

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
（
団
体
）

　

・
辰
野
町
立
辰
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

・
小
諸
市
立
小
諸
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
小
・
中
学
校

　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
佳
作
）

　

・
上
田
市
立
塩
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

・
長
野
市
立
三
陽
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
佳
作
）

　

・
大
出
瑞
季(

松
本
市
立
筑
摩
小
学
校
１
年)

第
10
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員
会
、

　

学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

・
伊
那
市
立
富
県
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ全国表彰は、ＰＴＡにおける活動が社会

教育の発展に貢献した団体・個人に対し
て行われるもので、教育の向上と文化の
振興に寄与することを目的としています。

東京都内での表彰式にて（11月18日）

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰（団体）

松
本
市
立
山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

電
子
メ
デ
ィ
ア
へ
の
正

し
い
向
き
合
い
方
に
つ
い

て
子
ど
も
た
ち
が
意
識
を

高
め
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
以
下
の

取
組
を
行
っ
た
。

　

①
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
回

収
・
分
析
・
結
果
公
表
②

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
講
演

会
の
実
施
③
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
講
演
会
を
も
と
に

学
級
懇
談
会
で
の
話
し
合

い
④
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー

の
実
施
（
年
２
回
）
⑤
親

子
の
絆
を
深
め
る
夢
新
聞

作
り
⑥
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
電
子
掲

示
板
）
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
相
互
の
意
見
交
流　

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し

て
、
親
子
や
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
よ
り
深
め
る
機

会
が
で
き
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
部
の

充
実
し
た
取
組
に
加

え
、
会
員
の
特
技
を

活
か
し
た
支
援
も
盛

ん
だ
。
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

小
中
一
貫
校
と
な
っ

て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
も
統
一
。

昨
年
度
は
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

を
対
象
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
つ
い
て
」「
組
織
体
制

に
つ
い
て
」「
地
域
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
」「
自

由
記
載
」
の
項
目
で
意
識

調
査
を
行
っ
た
。
信
濃
町

全
域
が
学
区
と
な
っ
た
こ

と
で
、
学
校
と
保
護
者
、

保
護
者
間
の
関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
面
も
踏
ま

え
て
、
よ
り
よ
い
組
織
の

あ
り
方
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
考
え
た
。

　

ま
た
、
９
年
生
を
対
象

と
し
て
「
地
域
活
動
に
つ

い
て
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
た
。「
地
域

と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
、
ふ
る
さ
と
信
濃
町
を

大
事
に
し
た
り
元
気
に
し

た
り
す
る
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
い
う
生
徒

た
ち
の
思
い
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

今
後
は
、
実
施
を
前
提

に
何
が
で
き
る
か
を
検
討

し
、
特
に
子
ど
も
が
安
全

に
過
ご
せ
る
環
境
作
り
な

ど
に
早
急
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

信
濃
町
立
信
濃
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小
中
一
貫
校
に
お
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
あ
り
方

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
取
組

文
部
科
学
大
臣
表
彰（
団
体
）

辰野町立辰野中学校ＰＴＡ小諸市立小諸東中学校ＰＴＡ
　

「
貫
練
」
は
、
宿
題
↓
採
点
↓
や
り
直
し
↓
再
採

点
と
繰
り
返
し
、
全
生
徒
が
満
点
を
取
る
ま
で
続
け

る
独
自
の
家
庭
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
採
点
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
年
２
回
実
施
さ
れ
る
「
数
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
検

定
」
で
は
、
満
点
の
生
徒
に
賞
状
を
発
行
す
る
。
親

の
研
修
委
員
会
が
新
聞
「
親
研
だ
よ
り
」
で
生
徒
の

声
を
紹
介
し
た
り
、
採
点
体
験
会
を
設
け
た
り
す
る

こ
と
で
、
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
と
共
に
進
め
る
夢
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

に
よ
る
未
来
新
聞
作
り
で
も
、
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
小
中
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
商
店
振
興
組
合

が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が

一
体
と
な
っ
て
の
合
同
バ
ザ
ー
「
ス
ク
ー
ル
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
地
域
住
民
と

連
携
、
協
働
が
継
続
さ
れ
、
教
育
環
境
の
改
善
や
教

育
支
援
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
整
備
部
、
校
外
指
導
部
を
は
じ
め
８

つ
の
部
で
構
成
さ
れ
、
樹
木
の
手
入
れ
な
ど
の
環
境

整
備
活
動
、
登
下
校
時
の
街
頭
指
導
や
市
民
ま
つ
り

巡
視
な
ど
の
生
活
指
導
等
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

多
く
の
保
護
者
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

８
月
20
・
21
日
、
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
徳
島

県
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
よ

り
約
５
０
０
０
名
が
集
い
、

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

は
38
名
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
組
織
運
営
・
広

報
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
第

１
分
科
会
で
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

組
織
づ
く
り
と
広
報
活
動
に

つ
い
て
語
り
合
お
う
」
を
研

究
課
題
と
し
て
、
作
曲
家
の

住
友
紀
人
氏
の
基
調
講
演
と

公
開
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は
、

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
本

場
の
阿
波
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
続
い
て
、
漫
画
家
の
竹

宮
惠
子
氏
に
よ
り
「
輝
く
未

来
を
ひ
ら
く
た
め
に
大
切
な

こ
と
」
と
題
し
て
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

徳
島
の
地
で
学
び
、
肌
で

感
じ
た
こ
と
を
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
に
も
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
実
践
し
て
い
き
た

い
。

第64回 日本ＰＴＡ

全国研究大会
～徳島うずしお大会～

　

10
月
21
・
22
日
、
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大

会
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ

た
。全
体
で
約
５
５
０
０
名
、

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

は
63
名
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
家
庭
教
育
力
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
５
分
科
会

で
は
、
辰
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
、
家
庭
学
習
充
実
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ

り
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ

た
。
自
主
学
習
の
最
適
な
環

境
づ
く
り
の
事
例
が
報
告
さ

れ
、
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は

「『
深
い
学
び
』と
思
考
体
力
」

と
題
し
、
西
成
活
裕
氏
（
東

京
大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
教
授
）
の
記
念
講
演
が

あ
っ
た
。「
長
期
的
視
野
」「
全

体
最
適
」「
利
己
行
動
」な
ど
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
大

切
な
視
点
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

　本委員会は、教育諸団体との連携を
更に深めることを目的として、昨年度
までの「教育問題検討委員会」から
「教育連携委員会」へと改名しまし
た。主な役割は「信州型コミュニティ
スクール（以下信州型ＣＳ）の研究と
対応協議」です。
　平成29年度中（平成30年３月末）
に全ての小中学校における信州型ＣＳ
の組織立ち上げに向けて、ＰＴＡとし
ての関わり方の方向性を指し示すこと
が目的です。
　このような施策の場合、とかく組織
を立ち上げることに終始しがちです。
しかし、家庭、学校、地域が一体と

なって子どもたちを育てるためには、
地域の一員である保護者も学校（教職
員）も、次のような本質的な活動を実
施することが重要だと考えています。
・ＰＴＡが地域との橋渡し役となり、
有識者との間をつないで地域活性化
の一端を担う。
・従来ＰＴＡのみが受け持っていた諸
活動を地域全体に広げ、地域住民の
協力を仰ぐ。
　ＰＴＡと信州型ＣＳが目指している
方向性は一致しているため、関係者で
熟議を重ねながら、継続的に相互補完
し合う組織として連携して参りましょ
う！

長野県ＰＴＡ連合会　委員会だより　～教育連携委員会～

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
学
校
な
ど
に
対
し
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
の
募
金
活
動
に
呼
応
し
て
、
義
援
金
の
受

付
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
左
記

の
金
額
全
額
を
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
の
災
害
義

援
金
受
付
口
座
に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
に
　

つ
い
て
の
最
終
報
告
と
御
礼

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

千 

野　

貴 

文

　

県
内
の
児
童
・
生
徒
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
か
ら
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

義
援
金
総
額

　

４
，
９
６
７
，
５
２
３
円

第48回 日本ＰＴＡ

関東ブロック研究大会
～茨城大会～

全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

〈
佳
作
〉

う
ま
れ
た
と
き
の
は
な
し

　
　
　
　
な
ん
ど
き
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
し
い
な

大

出　

瑞

季

(

松
本
市
立
筑
摩
小
学
校
１
年)

第
10
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員
会
、

学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大
臣
表
彰

伊
那
市
立
富
県
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

教
養
部
主
催
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
講

演
会
「
親
子
で
学
ぼ
う
か
い

〜
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

か
っ
こ
よ
く
働
く
姿
を
見
よ

う
」
を
実
施
。

　

単
に
仕
事
の
紹
介
の
み
な

ら
ず
実
演
を
交
え
た
発
表
を

行
い
、
働
く
こ
と
へ
の
思
い

や
、
今
の
学
び
と
将
来
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
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第
25
次
研
究
委
嘱

Ｐ
Ｔ
Ａ
実
践
報
告

長
野
県
教
育
委
員
会
と

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の

教
育
懇
談
会

　

11
月
15
日
、
信
濃
教
育
会

館
に
て
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
９
名
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

か
ら
38
名
が
出
席
し
、
教
育

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
で
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
千
野
貴
文
会
長
は
「
私

ど
も
の
生
の
声
を
お
聞
き
い

た
だ
い
て
、
教
育
行
政
の
皆

様
に
こ
の
場
で
議
論
し
た
こ

と
を
基
に
方
向
性
を
見
定
め

て
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
続

い
て
、
原
山
隆
一
教
育
長
が

｢

意
見
交
換
を
通
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
様
と
私
ど

も
と
が
方
向
性
や
願
い
を
共

有
し
な
が
ら
未
来
の
長
野
県

に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
に

な
れ
ば｣

と
話
さ
れ
た
。

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
積
極

的
な
活
動
を
支
援
し
た
い
と
願
い
、
昭
和
61
年
度
よ
り
研

究
委
嘱
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
28
年
度

２
年
次
実
践
報
告
か
ら
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

①
生
徒
会
「
福
祉
委
員
会
」

の
「
ア
ル
ミ
缶
回
収
活

動
」
へ
の
協
力

②
資
源
回
収
で
学
校
支
援

③
ス
ク
ー
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
よ
る
支
援

④
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」(

学
校
人
材
バ
ン
ク)

の
充
実

　

学
校
の
体
制
が
変
わ
っ
て

も
継
続
的
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
一
覧
表
を
整
備
し
た
。

授
業
参
観
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ 

へ
の
参
加
率
を
上
げ
る
た
め

の
取
組

　

学
校
と
協
力
し
て
、
内
容

や
告
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
周
知
が
徹
底
さ

れ
、
参
加
率
も
上
が
っ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
へ
の
参
加

　

３
年
前
か
ら
小
中
学
校
合

同
の
講
演
会
を
実
施
。
村
の

広
報
や
テ
レ
ビ
で
の
事
前
告

知
や
気
軽
に
体
を
動
か
す
な

ど
の
参
加
し
や
す
い
内
容
に

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く

地
域
の
方
の
参
加
も
増
え
た
。

塩
の
道
祭
り
へ
の
参
加
協
力

　

村
の
一
大
行
事
で
あ
る
「
塩

の
道
祭
り
」
に
昨
年
度
か
ら

中
学
校
全
体
で
参
加
・
協
力

し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、

お
客
様
の
お
も
て
な
し
を
担

当
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
主
に
子
ど

も
た
ち
の
送
迎
で
協
力
し
た
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

資
源
回
収
後
に
子
ど
も
と

保
護
者
へ
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
環

境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
変

化
や
感
想
を
聞
き
取
っ
た
。

今
後
の
資
源
回
収
活
動
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

②
環
境
教
育
ビ
デ
オ
鑑
賞

　

低
学
年
か
ら
、
環
境
問
題

に
意
識
を
向
け
て
も
ら
う
目

的
で
、
資
源
回
収
の
ビ
デ
オ

を
作
成
し
、
全
校
で
鑑
賞
し

た
。

①
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
へ
の
協
力

　

学
校
側
か
ら
提
示
さ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

全
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
登
録
リ
ス
ト
に

ま
と
め
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
枠
を
、
地
域
住
民

ま
で
広
げ
、
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
。

②
販
売
活
動
へ
の
支
援

　

保
護
者
は
、
各
学
級
が
取

り
組
む
中
核
活
動
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
販
売
す

る
鉢
植
え
な
ど
を
購
入
す
る

と
い
う
形
で
協
力
し
た
。

・
わ
ず
か
な
言
葉
か
ら
、

そ
の
場
面
や
様
子
が
思

い
浮
か
び
、
温
か
な
気

持
ち
に
な
っ
た
。

・
短
い
表
現
の
向
こ
う
に

そ
の
家
庭
で
大
切
に
育

も
う
と
し
て
い
る
感
性

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

講　

評

　

母
の
言
葉
と
行
動
に
は

深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え

て
こ
の
詩
を
書
き
ま
し

受
賞
者
の
声

長野県 PTA三行詩コンクール
　今年度の応募数は5672点。優秀作
品の中から3点を紹介する。（敬称略）

☆
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

　「
も
う
、
勝
手
に
し
な
さ
い
。」
と
し
か
ら
れ
た
夜
。

　
　
翌
朝
、
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
は
私
の
好
物
。

　
　
　
矛
盾
し
て
い
る
母
の
言
葉
と
行
動
。

　

中
村　

楓
（
穂
高
西
中
3
年
）

☆
優
秀
賞

　
お
母
ち
ゃ
ん
は
、

　
　
い
つ
も
「
学
校
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
く
。

　
　
　
　
め
ん
ど
く
さ
い
け
ど
、
あ
り
が
と
う
。

　

池
上　

流
季
弥
（
美
篶
小
5
年
）

　

洗
た
く
、
弁
当
、
土
日
の
応
援

　
　
ラ
ク
に
な
る
日
を
夢
み
て
た

　
　
　
成
人
式
を
迎
え
た
今
、
で
き
れ
ば
あ
の
日
に
も
ど
り
た
い
。

　

丸
山　

美
加
子
（
山
ノ
内
町
立
西
小
教
職
員
）

の
推
進
に
向
け
て
家
庭
の
補

完
機
能
の
充
実
、
子
ど
も
の

支
援
機
能
の
強
化
、
教
育
に

伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
な

ど
の
方
策
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
の
「
学
ぶ
力
」
の
育
成

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

◇　
　
　

◇

　

以
上
の
ほ
か
に
、
特
別
支

援
教
育
の
現
状
と
課
題
や
今

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ

れ
た
。

　

最
後
に
原
山
教
育
長
は
講

評
で
「
子
ど
も
た
ち
や
教
育

に
つ
い
て
、
皆
様
が
い
か
に

考
え
て
い
る
か
理
解
で
き

た
。
県
教
委
も
努
力
し
て
い

き
た
い
。
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る
、
学

び
の
場
、
学
校
、
教
育
が
必

要
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て

い
く
中
、
い
か
に
参
加
率
を

上
げ
、
地
域
と
連
携
し
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
か

を
考
え
た
。

研

究

内

容

研

究

内

容

研

究

内

容

研

究

内

容

成
果
と
課
題

成
果
と
課
題

成
果
と
課
題

成
果
と
課
題

　

保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
一
員
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学

校
・
地
域
・
保
護
者
同
士

の
つ
な
が
り
が
強
固
に
な

る
。
今
後
も
地
域
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ

う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」
の
活
動
に
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
、

子
ど
も
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

と
っ
て
よ
り
有
益
な
活
動
に

な
る
か
を
考
え
実
践
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
量
が
増
え
、

福
祉
施
設
へ
の
寄
付
が
広
が
っ

た
。
ま
た
、
資
源
回
収
、
ス

ク
ー
ル
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
収

益
に
よ
る
学
校
活
動
へ
の
援

助
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た

「
東
中
塾
」
を
実
施
で
き
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
全
体
を
巻

き
込
ん
だ
活
動
に
す
る
た
め
、

生
徒
や
学
校
を
支
援
す
る
意

識
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
。

　

茅
野
市
で
は
、
環
境
学
習

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
こ
で

「
ご
み
問
題
」
に
焦
点
を
あ

て
、
資
源
回
収
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
問
題
へ

の
意
識
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
資
源
に

興
味
を
持
ち
、
楽
し
み
な
が

ら
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の
回

覧
板
や
の
ぼ
り
の
設
置
な
ど

で
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
学

校
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
地
域

と
一
体
に
な
っ
て
協
力
し
合

え
る
資
源
回
収
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

　

本
年
度
の
学
校
教
育
の
重

点
で
あ
る
「
共
育
」
と
い
う

視
点
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
子
ど

も
の
活
動
を
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
が
広

が
る
こ
と
で
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
関
係
も
よ
り
深
く
な
っ

て
き
た
。
地
域
に
は
、
技
術

や
知
識
を
持
っ
て
い
る
た
く

さ
ん
の
方
が
ま
だ
い
る
と
思

わ
れ
る
。
住
民
自
治
協
議
会

な
ど
と
も
協
力
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

あいさつする原山教育長

☆
優
良
賞

大　

出　

瑞　

季
（
筑
摩
小
１
年
）

金　

沢　

咲　

希
（
東
塩
田
小
６
年
）

本　

田　
　
　

萌
（
竜
丘
小
６
年
）

澤　

木　
　
　

叶
（
旭
町
小
６
年
）

野
々
田　

和　

真
（
高
遠
中
２
年
）

武　

捨　

愛
結
実
（
信
明
中
２
年
）

木　

内　

実　

夢
（
野
沢
中
３
年
）

野　

澤　

比　

呂
（
埴
生
中
３
年
）

下
井
田　
　
　

衛
（
竜
丘
小
保
護
者
）

澤　

木　

明　

美
（
旭
町
小
保
護
者
）

荻　

原　

美　

咲
（
木
島
平
小
保
護
者
）

丸　

山　

美
由
紀
（
鉢
盛
中
保
護
者
）

た
。
家
族
や
友
達
か
ら

「
お
め
で
と
う
」
と
言
わ

れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

〈
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
更
な
る
浸
透
に
向

け
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り
方
〉

県
教
委　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
よ
さ
を
実
感
し
、

周
り
の
方
々
を
誘
っ
て
仲
間

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
基

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広

げ
て
い
く
地
道
な
活
動
が
大

切
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
や
広
報

を
通
し
て
地
域
の
方
々
に
啓

発
し
て
い
く
こ
と
も
有
効

だ
。
ま
た
、
信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
皆
で

そ
の
願
い
を
共
有
し
「
で
き

る
人
が
、
で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
こ
と
を
」
支
援
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。
引

き
続
き
、
多
く
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

〈
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
対

す
る
取
組
〉

県
教
委　

知
事
部
局
で
は
、

平
成
28
年
３
月
に
「
長
野
県

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
」
を
策
定
し
た
。
県
教
育

委
員
会
と
し
て
も
こ
の
計
画

受賞した中村楓さん（中央）

　

以
下
に
内
容
の
一
部
を
紹

介
す
る
。
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編

後
集

記

木島平村
き じ ま だ い ら

小
中
合
同
の
資
源
回
収

開
校
以
来
続
く

　
　

三
行
詩
作
り

親
子
で
挑
戦
‼

　

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
」

一
体
感
が
味
わ
え
る

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

校
外
指
導
部
を
中
心
と
し

た
資
源
回
収
が
毎
年
9
月
に

行
わ
れ
る
。
ア
ル
ミ
缶
を
は

じ
め
新
聞
や
ビ
ー
ル
瓶
が
対

象
だ
。
小
中
合
同
で
行
う
た

め
、
回
収
に
は
小
学
生
と
中

学
1
・
2
年
生
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
護
者
、
地
区
担
当
の
先

生
が
あ
た
り
、
中
学
校
へ
と

運
ぶ
。
校
庭
で
は
中
学
3
年

生
と
そ
の
保
護
者
が
待
機

し
、
回
収
さ
れ
て
き
た
資
源

物
を
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
運
ん
で

い
く
。
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
作
業
は
、
連
携
が
取
れ

て
お
り
、
手
際
よ
く
進
ん
で

い
く
。

　

積
極
的
に
作
業
す
る
中
学

生
の
姿
か
ら
、
指
示
が
な
く

て
も
自
分
の
役
割
を
見
つ
け

て
作
業
す
る
小
学
生
た
ち
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
中
学

生
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

ま
た
、
小
学
生
の
保
護
者
に

と
っ
て
は
、
我
が
子
が
進
学

す
る
中
学
校
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

木
島
平
は
ス
キ
ー
で
も
有

名
だ
。
昇
降
口
に
は
カ
ッ
プ

や
賞
状
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
協
力
が
あ
り
、
村
全
体

が
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
の
お
便
り
も
貼

ら
れ
て
い
た
。
ふ
る
さ
と
に

生
き
る
人
か
ら
、
ふ
る
さ
と

の
よ
さ
を
学
ぶ
こ
と
は
木
島

平
小
の
教
育
理
念
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
木
島
平
を
心
に

刻
む
教
育
」
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。 取

材
を
終
え
て

こ
こ
は
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
新

聞
編
集
部
。
１
号
発
行
す
る

た
め
に
約
10
回
の
編
集
会
議

が
行
わ
れ
る
。
現
役
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
で
も
あ
る
編
集
部
員

た
ち
が
、
読
者
の
興
味
関
心

に
寄
り
添
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
を
掲
載
す
べ
く
取
材

を
し
、
記
事
を
書
き
、
紙
面

構
成
を
工
夫
す
る
。

「
読
み
ま
す
。」
部
会
の
度

に
自
分
が
書
い
た
原
稿
を
読

み
上
げ
、
他
の
部
員
に
意
見

を
求
め
る
。「『
支
え
ら
れ

た
』
で
は
な
く
『
支
え
ら
れ

て
い
る
』
で
は
？
」「
こ
の

表
現
だ
と
読
む
人
に
よ
っ

て
受
け
止
め
方
が
異
な
る

よ
。」
一
つ
の
記
事
を
何
度

も
書
き
直
す
。

別
の
日
に
は
記
事
の
曖
昧

さ
に
気
づ
き
、
再
取
材
を
決

定
す
る
。
ま
た
別
の
日
に

は
、
割
り
付
け
が
上
手
く
い

か
ず
「
も
う
泣
き
た
く
な
っ

て
き
た
。」
と
た
め
息
が
漏

れ
る
。
本
文
を
１
行
削
る
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
う
。

前
号
と
今
号
の
特
集
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
。
少

し
で
も
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
た
な
ら
、
編
集
部
員
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
新
聞

を
通
し
て
県
内
全
て
の
小
中

学
校
を
応
援
す
る
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｉ
・
Ｋ
）

◎
宮
坂
ゆ
か
り
（
井

上

小

長
）

○
金
子　

郁
子
（
川
中
島
小
頭
）

　

赤
塩　
　

香
（
裾

花

中

Ｐ
）

　

関　

富
志
子
（
裾

花

中

Ｐ
）

　

宮
本　

信
子
（
城

東

小

Ｐ
）

　

和
田
み
ゆ
き
（
相

森

中

Ｐ
）

　

伊
藤　

由
佳
（
犀

陵

中

Ｐ
）

　

小
林
恵
美
子
（
吉

田

小

Ｐ
）

◎
寺
沢　

隆
宏
（
上

高

井
）

○
宮
下
裕
三
子
（
上

伊

那
）

　

上
原　

博
信
（
上　
　

小
）

　

酒
井　

康
行
（
更　
　

埴
）

　

竹
田　

秀
喜
（
大　
　

北
）

　

林　

と
よ
美
（
松

本

市
）

　

宮
坂
ゆ
か
り
（
上

高

井
）

　

片
山　
　

功
（
中　
　

高
）

　

山
本　

典
子
（
長

野

市
）

◇
新
聞
編
集
部
員

◇
広
報
委
員　
　

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

自
分
た
ち
の
手
で　

き
れ
い
に

取
材
を
終
え
て

　

毎
年
11
月
の
土
曜
参
観
日

に
併
せ
て
、
午
後
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
文
化
部
が
主
催
す
る
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
会
」が
開
か
れ
る
。

今
年
度
は
９
講
座
開
講
し
、

約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

地
域
の
方
を
含
め
た
講
師

を
招
い
て
の
講
座
に
は
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
体
を
動
か
す

も
の
、
陶
芸
や
リ
ー
ス
な
ど

の
作
品
を
作
る
も
の
が
あ

る
。
た
く
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
講
座
は
、
ど
れ
も
魅
力
的

で
毎
年
好
評
で
あ
る
。
参
加

者
か
ら
は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て

楽
し
め
た
と
い
う
感
想
が
聞

か
れ
た
。

　

４
月
の
第
二
、
第
三
土
・

日
曜
日
、
地
区
ご
と
に
分
か

れ
て
親
子
自
転
車
教
室
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
参
加
が
あ
っ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
指
導
部
が

中
心
と
な
り
、
１
・
２
年
生

は
公
民
館
で
、
３
年
生
か
ら

は
道
路
に
出
て
、
警
察
や
安

全
協
会
の
方
に
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
と
交
通
ル
ー
ル

を
指
導
し
て
い
た
だ
く
。
通

学
路
や
学
校
周
辺
の
道
路
を

親
子
が
交
互
に
一
列
に
な
っ

て
走
っ
て
み
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

け
で
な
く
、
地
区
役
員
の

方
々
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

き
各
危
険
箇
所
の
確
認
も
行

う
。
親
子
が
走
る
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
。
一
緒
に
指
導
を

受
け
る
こ
と
で
、
改
め
て
危

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
施
設
部
を
中
心
と

し
た
美
化
作
業
が
年
３
回
行

わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
が
６
月

に
行
わ
れ
た
。
日
頃
か
ら
地

域
の
方
が
た
め
て
お
い
た
缶

が
回
収
さ
れ
、
校
庭
に
集
め

ら
れ
る
。
大
量
の
ア
ル
ミ
缶

は
、
な
ん
と
パ
ッ
カ
ー
車
４

台
ほ
ど
に
も
な
る
。
そ
の
収

益
金
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ク

マ
よ
け
の
鈴
や
課
外
活
動
費

の
一
部
に
な
る
。
地
域
か
ら

の
大
き
な
支
援
が
子
ど
も
た

ち
の
安
全
活
動
を
後
押
し
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
年
２
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

作
業
で
は
、
５
・
６
年
児
童

と
４
年
生
以
上
の
保
護
者
が

一
緒
に
作
業
を
す
る
。
天
蚕

を
飼
育
す
る
ク
ヌ
ギ
の
下
草

刈
り
な
ど
力
仕
事
は
お
父
さ

　

今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
『
み
ん
な
笑
顔
』
。

「
日
頃
、
地
域
の
方
が
す
ご

く
協
力
を
し
て
く
れ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

地
域
と
共
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
宮
澤
会
長
が
語
っ

て
く
れ
た
。
昇
降
口
に
は
学

校
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
地

域
の
名
人
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
写
真
が
た
く
さ
ん
飾
ら

れ
て
い
た
。

　

帰
路
時
に
青
パ
ト
と
す
れ

違
っ
た
。
穂
高
地
区
の
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
当
番
は
事
故
や

事
件
の
抑
止
・
見
守
り
の
た

め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
と

が
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
い
る
学
校

だ
と
感
じ
た
。

険
箇
所
や
正
し
い
乗
り
方
を

再
確
認
で
き
る
。
ま
さ
に
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
よ
い
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

安曇野市
ほ た か き た

　

親
子
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し

め
る
体
験
型
教
室
で
あ
る
。

ん
が
担
当
。
児
童
も
率
先
し

て
保
護
者
と
協
力
し
な
が
ら

早
朝
の
２
時
間
集
中
し
て
作

業
を
す
る
。
何
と
も
頼
も
し

い
姿
で
あ
る
。

一
列
に
並
ん
で
安
全
確
認

大
量
に
集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶

袋
い
っ
ぱ
い
の
ア
ル
ミ
缶

ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

父
親
母
親
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
の
他

に
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

「
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ

の
応
募
が
あ
る
。
児
童
、
保

護
者
に
募
集
の
お
便
り
を
配

り
、
集
ま
っ
た
作
品
に
、
一

つ
一
つ
じ
っ
く
り
と
目
を
通

し
て
い
く
。
毎
年
保
護
者
か

ら
の
応
募
が
多
い
。
家
庭
で

の
子
ど
も
の
様
子
を
表
現
し

た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品

や
親
子
で
一
緒
に
考
え
た
心

温
ま
る
作
品
も
あ
る
。

　

開
校
し
て
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
三
行
詩
作

り
。
委
員
み
ん
な
で
毎
年
楽

し
み
な
が
ら
選
考
し
て
い

る
。

　

毎
年
10
月
、
総
務
部
が
企

画
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

村
民
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
る
。
今
年
度
は
『
ふ
ら

ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
』
で

競
い
合
っ
た
。
柔
ら
か
い
お

り
、
参
加
し
て
い
る
全
員
が

一
体
と
な
れ
る
活
動
で
あ

る
。

　

「
3
校
が
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
見
直

さ
れ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
会
長
は
語
っ
た
。

に
ぎ
り
型
の
変
形
ボ
ー
ル
を

使
う
た
め
、
ど
の
方
向
に

ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
い
く
の
か

わ
か
ら
な
い
の
が
面
白
い
。

学
年
対
抗
な
の
で
夫
婦
で
参

加
す
る
家
庭
も
多
い
。「
ぶ
っ

つ
け
本
番
。
毎
年
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
声
援
も
あ
り
、
会
場

は
す
ご
く
盛
り
上
が
る
ん
で

す
よ
」
と
湯
本
会
長
は
話
し

て
く
れ
た
。
点
数
が
入
る
た

び
に
大
歓
声
が
沸
き
起
こ


